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崎智仁， 矢野三郎 : EPA 乳剤静注 に よ る ロ イ コ ト

リ エ ン 産 生能 に つ い て ， 第11回 日 本 炎 症 学 会，
1990， 7 ， 東京.

35) 山崎勝也， 浜崎智仁， 矢野三郎 : DHA乳剤静注

後の血液 お よ び、臓器への取 り 込み. 第11回 日 本炎

症学会， 1990， 7 . 東京.

36) 中村典雄， 浦風雅春， 山崎勝也， 浜崎智仁， 矢
野三郎 : DHA 乳剤静注 に よ る ロ イ コ ト リ エ ン 産

生能 に つ い て . 第11回 日 本炎症学会， 1990， 7 ， 

東京.
37) 畠 山収一， 遠 山 龍彦， 多喜博文， 奥田治爾 : 透

析 患 者 の 手 根 管 症候群 (CTS) に お け る 手根骨
cystic radiolucency (CRL) の 意義. 第35回 日 本透

析療法学会総会， 1990， 7 ， 横浜.

38) 佐藤雅樹， 島 田文恵， 加藤弘巳， 矢野三郎， 金
岡又雄 : グ リ チ ル リ チ ン の体内動態ー ラ ッ ト に お

け る グ リ チ ル リ チ ン の 吸収及 び排世. 第 7 回和漢

医薬学会大会， 1990， 8 ， 富 山 .

39) 本 田裕司 ， 加藤弘 巳， 矢野三郎， 中尾院英， 金
岡又雄 : 腎 に お け る グ リ チ ノレ レ チ ン 酸結合蛋 白 .

第 7 回和漢医薬学会大会， 1990， 8 ， 富 山.

40) 丹保 仁， 矢野三郎 : 老年性痴呆症患者 に お け

る TRH 負荷試験 と 脳循環代謝改善剤の影響 に つ
い て (第 2 報) . 第148回 日 本内科学会北陸地方会，
1990， 9 ， 富 山 .

4 1 )  平 田 仁， 矢野三郎， 北川 正信， 松井一裕， 三

輪淳夫 : 粘液優勢癌 の 臨床病理学的検討. 第31回
日 本肺癌学会総会， 1990， 10， 東京.

42) 川 崎 聡， 星野 清， 水島 豊， 矢野三郎 : 気

管支端息患者の 気道過敏性 に 及 ぼす イ ブ ジ ラ ス ト

( ケ タ ス ) の 効果. 第37回 日 本結核病学会， 第26

回 日 本胸部疾患学会， 第11回 日 本気管支学会合同

北 陸地方会， 1990， 10， 金沢.

43) 星野 清， 川崎 聡， 水島 豊， 矢野三郎 : 気
管支晴息患者の 気道過敏性 に及ぼすべ ク ロ メ サ ゾ

ン の 効果. 第37回 日 本結核病学会， 第26回 日 本胸

部疾患学会， 第11回 日 本気管支学会合同北陸地方
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⑨ 著 書

1) 藤 田 正俊 : 狭心症 の 治療， 薬物療法 : β遮断薬.

「最新内科学大系， 循環器疾患 5 狭心症」 井

村裕夫他編， 231-234， 中 山 書庖， 東京， 1990. 
2) 藤 田正俊 : 狭心症 の 治療， 薬物療法 : そ の他の

薬物 I最新 内科学大系， 循環器疾患 5 狭心症」

井村裕夫他編， 234-238， 中 山 書庖， 東京， 1990. 

3) 高 田正信 : イ ン タゃパ ミ ド I医科学大事典補遺 7

〈最近 の 治療学1990}J 岡 博， 和 田 攻編，

92-93， 講談社， 東京， 1990. 
4 )  藤木 明 : 異所性心房頻拍 I不整脈'90J杉本'1宣

明編， 204-213， メ デ イ カ ル レ ビ ュ ー 社， 東京，

1990. 

⑨ 原 書
1) Warren S.E.， Pihara Y. ，  Pesatura ]. ，  Gwathmey 

].K.， Phi1lips P.， and Morgan ].P. : Inotropic and 

lusitropic effects of MCI-154 (6-[4 (4-pyridyl) 

aminophenyl J  4 ，5-dihydro-2 ( 2 H )  -pyridazinone) 

on human myocardium. ]. Mol. Cell Cardiol. 21 

1037-1045. 1989. 

2) Miyagi Y. ，  Sasayama S.，  N akaj ima H.， Fujita M. ，  

and Asanoi H .  : Comparative hemodynamic effects 

of intravenous dobutamine and dibutyryl cyclic 

AMP， a new inotropic agent， in severe congestive 

heart failure， ]. Cardiovasc. Pharmacol. 15: 138 

-143. 1990. 

3) Iida H.， Izumino K.， Asaka M.，  Fujita M. ，  Takata 

M.， and Sasayama S. : IgA nephropathy and hepati­

tis B virus : IgA nephropathy unrelated to hepatitis 

B surface antigenemia. N ephron 54 : 18-20， 1990. 

4)  Ejiri M.， Fujita M.， Miwa K.， Hirai T.， Yamanishi 
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会， 1990， 10， 金沢.

44) 大崎緑男， 水島 豊， 松井祥子， 大 田 亨， 丸

山宗治， 矢野三郎 : 肺癌 に 合併 し た 抗酸菌症の検

討. 第37回 日 本結核病学会， 第26回 日 本胸部疾患

学会， 第11回 日 本 気 管 支 学 会合 同 北 陸 地 方 会，
1990， 10， 金沢.

45) 小西啓子， 金 良 昌 ， 水島 豊， 矢野三郎 : マ

イ コ プラ ズ マ 肺炎の胸部X線像の検討. 第37回 日

本結核病学会， 第26回 日 本胸部疾患学会， 第11回

日 本気管支学会合同北陸地方会， 1990， 10， 金沢.

46) 横 山彰仁， 山下直宏， 丸山宗治， 星野 清， 平
j畢 泰， 平井康子， 水島 豊， 矢野三郎 : テ オ フ
ィ リ ン の 免疫抑制的側面 に つ い て . 第37回 日 本結

核病学会， 第26回 日 本胸部疾患学会， 第11回 日 本

気管支学会合同北陸地方会， 1990， 10， 金沢.

47) 水島 豊， 森蔭俊彦， 平 田 仁， 菓子井達彦，
森永信一， 矢野三郎 : G-CSF の 臨床 お よ び基礎的

検討. 第37回 日 本結核病学会， 第26回 日 本胸部疾

患学会， 第11回 日 本気管支学会合同北陸地方会，
1990， 10， 金沢.

48) 大崎緑男， 平 田 仁， 星野 清， 川 崎 聡， 丸

山宗治， 水島 豊， 矢野三郎， 北川正信 : 診断 に

苦慮、 し た 粘液優性癌 の 1 例. 第37回 日 本結核病学

会， 第26回 日 本胸部疾患学会， 第 1 1 回 日 本気管支

学会合同北陸地方会， 1990， 10， 金沢
49) 池本雅仁， 矢野三郎 : マ ク ロ フ ァ ー ジ (M φ )

障害性 CD3-， CD4- ， CD8ー ク ロ ー ン の 増殖・ 機能

維持 に お け る M φ お よ び M φ 産生 factor の 役割.

第20回 日 本免疫学会総会 ・ 学術集会， 1990， 11， 
東京.

50) 加藤弘 巳 : 偽性 ア ル ド ス テ ロ ン 症 に お け る コ
ル チ コ イ ド 代謝 ( シ ン ポ ジ ウ ム ) . 第63回 日 本 内 分
泌学会秋季学術大会， 1990， 11， 岐車.

⑨ その他

1)  水島 豊 : 肺癌 に お け る 5 種腫虜マ ー カ ー測定

の 意義. 富 山 医薬大医誌 3 : 13-15， 1990. 

2 )  山 崎勝也， 浜崎智仁， 加藤弘 巳 ， 矢野三郎 : BMD

と 大動脈脈波伝播 速 度. 日 本 骨代謝会誌 8 : 

222-223， 1990. 

3) 加藤弘 巳， 吉川俊史， 矢野三郎， 瀬戸 光 : 骨
粗懸症 に お け る ア ル フ ァ カ ル シ ド ー ル の 有用 性

-RA を 中 心 と し て 日 本 骨 代 謝 会 誌 8 : 

223-224， 1990. 




